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Summaり Thepresent report describes a case of variation of the ophthalmic artery 

observed in a 90同year-01dJ apanese feina1e at dissection in 1988. It was found that on one 

side， the ophtha1mic artery originated as two branches of unequal size， the smaller arising 
from the internal carotid artery and the 1arger from the middle meningeal artery， with the 
1atter entering the orbit through a specia1 incisure. 
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緒 言

奈良県立医科大学の1988年度の系統解剖学実習におい

て，限動脈が非常に細く，中硬膜動脈の太い限寓校が限

禽に分布している症例が見出されたので報告する.

所 見

内側に向い，視神経の内側で第 3枝(外径 1mm)を分

校し，この第 3校と限動脈の内側校とが吻合していた.

この吻合枝より後毛様体動脈(外径 0.5mm)と網膜中

心動脈(外径 0.5mm)がさらに分校していた.網膜中

心動脈は眼球の後方約 15mmで下方から視神経輸に入

っていた (Fig.2).第 3校を出した後，限高校から後毛

様体動脈(外径 1mm)，後筋骨動脈(外径 1mm)，前

本症例は90歳で死亡した日本人女性(遺体番号912) 飾骨動脈(外径 1mm)を次々に分校し，滑車上動脈

に 見出され たものである外径1.2mm)が終校となっていた.

右の限動脈(外径 0.5mm)は内頚動脈(外径 4.5mm) なお，左の限動脈は通常の分校の仕方であった.

が海綿静脈i同より出て，頭蓋腔内に現われた後の 5mm

末梢から分校し，視神経管の外側下方を通り限寓内に入

り，内側校と外側l枝に分岐していた.その内側i伎は中硬

膜動脈の限高校の第 3校と吻合していた (Figs.1and 

2). 

右の中硬膜動脈の限筒校(外径 2mm)が上限稿裂内

のj喋形骨大翼の切痕を通って限嵩内に入り， Fig.1のよ

うに第 l校として涙腺動脈(外径 1mm)，第2校とし

て後毛様体動脈(外径 1mm)が視神経の外側でそれよ

り出ていた.その後，その限筒校は視神経の下方を通り

考 察

正常な発生において，限動脈の涙腺動脈と中硬膜動脈

の限寓校との聞には上限儲裂または蝶形骨大翼の小動脈

孔を介して反回硬膜動脈により吻合が存在する1¥ この

吻合は胎生期に正常でも存在し，胎生期の吻合は sta-

pedial arteryの眼福上枝と限動脈との聞であるわ叫).

限動脈あるいは原始的動脈の発達が十分でないとき，あ

るいは完全に退化してしまう場合には，この吻合が強大

となると考えられる.
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Fig. 1. Superior view of the right orbit. 

01: a. carotis interna 

EA: a. ethmoidalis anterior 

L: a. lacrimalis 

0: a. ophthalmica 
NO: nervus opticus 

眼動脈が中硬膜動脈により支配される変異は古くから

知られており，かなりの報告例がある.この変異は， (1) 

内頚動脈から分枝する眼動脈が全く欠如しているもの，

(2)内頚動脈から分校する眼動脈が存在するが，非常に細

く，中硬膜動脈の限高校が主に限簡に分布しているもの

に大別される.

Iの型は Dubrueilめが 2例， Musgroveめが l例，

Adachi7)が l例， WhitnaUめが I例， Harvey and Ho-

wardめが 1例， Hayreh and Dass10)が 2171Jをそれぞれ

解剖例で見出している.

一方 2の型は Tiedemann!1)が 1171J，Luschka1わが

l例，Oruveilhier1めが 1例，OurnowI4)が2例，Adachi7)

が 1例， Ohanmugaml5)が I例， Priman and Ohristiel6) 

が l例， Hayreh and Dass10)が4例をそれぞれ報告し

ている.本症例は2の型に相当している.

最近，カテーテルによる選択的内頚動脈や外頚動脈造

Fig.2. Diagrammatic representation ofthe 

arteries seen in the right orbit. 

OR: a. centralis retinae 

EP: a. ethmoidalis posterior 

MM: a. meningea media 

S: a. supratrochlearis 

影法が可能になり， この方法を用いて限動脈の起始が

研究され，限動脈が中硬膜動脈から分校している例

が KeUerm，Raadl8)， Gabriele and Bell191， Lie20)， 

Brucher21)， Lombardi22)， Pica吋 etal.23)， Moret et 

al.24)， La事uniaset al.25)，志熊ら26)，Dilenge and 

Ascherl27¥ 中川らめにより報告されている.

限動脈が中硬膜動脈から分校する症例の出現頻度は血

管造影法により3500例を調べた Dilengeand Ascherl27)， 

および同様に 1000例を調べた Picardet al.23) の場合は

共に0.1%であり，一方， 170例を解剖して調べた Hayreh

and Dass10)の場合は3.5%と高い.
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